
  

 

 

 

 

 

 

                                          

日本自立生活センター自立支援事業所 編集担当：岡山・春木 

TEL：075-682-7950 E-mail：jcil-kyoto@jcil.jp ＵＲＬ http://www.jcil.jp/zigyosho/index.html 

 

① 酒井 佑介（さかい ゆうすけ） 
② 2020 年の 10 月頃から働きはじめて､この８月から職員にな

りました。 
③ うろ覚えなのですが…たしか(渡邉)琢さんの本を手に取った

際に、巻末の著者略歴を見て、そこに｢日本自立生活センタ
ー｣の文字列を見つけたのが最初だったような。 

④ 介助してます！──でも介助って、何なんでしょう？？ 何
をしていることになるんでしょう？ 「介助する」には「介
助される」必要もあるわけで。もっと長い、ながーいスパン
で捉えたときに、私たちが日々介助し合っているときに何を
作り上げていることになるかは、全く自明ではないと思いま
す。 

⑤ 死を信じないこと。身体を信じること。いまここから 100 億年後の宇宙、100 億年
後の私(たち)のことを考えて、毎日生きること。 
人間がこれまでに作り上げてきた、あらゆる既成の概念や常識をすべて根本から
作り変えたいです。 

 

職員自己紹介 

①なまえ  ② JCIL との関わりはいつから？ 
③ きっかけは？ ④ どんな仕事をしていますか？ 
⑤ 大切にしていること・これからしたいこと 

事業所の前に介助者募集の看板を設置しました。

立ち寄られた際にはぜひご覧ください。 

また、看板の写真を撮るなどして介助者募集の宣

伝にご協力いただけるとありがたいです。よろし

くお願いいたします！ 

 

JCILの介助者募集のページはこちら→ 

介助者 
募集中だよ～ 

SNS等での拡散も 
ぜひよろしくです！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島から京都に避難され、今年の４月から JCIL で介助者として働かれている菅野さんの

話をお聞きした。 

 

2011.3.11 の地震発生時、菅野さんはこどもさんの小学校にいて先生と面談されていて「大

人でも何人かで腕を組んで踏ん張っていないと飛ばされてしまうような大きな揺れで……」と

被災直後からのことを淡々と力強くお話してくださった。 

学校からのお手紙に原発事故由来の放射線物質からの汚染は「問題ない、大丈夫」と書

いてあること、でも「長袖を着させて、マスクもつけて、登校したら手を洗わせてうがいもさせ

る。家に帰ったときもそうするように」とも書いてあること。 

大丈夫なのか、問題ないのか、気をつけるべきなのか……。矛盾したことが書いてある。

正しい情報を知らされない。 

そんな生活の中で菅野さんは、自分で情報を集めて、自分で考えて行動するしかない。と

思い、まず保養キャンプで京都に来られ避難先を探し始められた。 

避難先を探す中、東日本と西日本では食の流通が別れているので、放射性物質での汚染

の心配が少ない西日本でと思ったこと、もしまた原発事故があったとき陸続きで避難できると

ころをと考えたこと、いろんな場所が候補にあがったが、やむなく避難する選択をしただけで

故郷を離れたいわけでないこと。 

京都に避難を決め、2011 年の夏に母子避難をし、パートナーが夜行バスで京都に通う

日々。会えるとうれしい、帰るとき寂しくてつらい。「この原発事故で家族を壊されてたまるも

のか」という決意でパートナーの方にもこどもさんたちにも「我慢しないこと、寂しかったら寂し

いと言う。恥ずかしいと思わず言葉にすること」と言ったこと。 

裁判の原告に家族全員がなり、裁判中には家業のこと、家族のこと、事細かに聞かれ「京

都に来てみたら、いいところだったから住むことにしたんでしょ」と裁判で言われたこと。 

裁判の前には「嘘をつきません」という書面に署名をさせられる。そうして証言する。 

なぜ私が？こちら側が？と思うこと。 

 

終始、今もなお闘っている人の強い決意を感じるお話ぶりだった。腹にグッと力が入ったお

声だった。 

裁判のところの話を聞いて、水俣の話を思い出した。「水俣病だというなら、その証拠に 60

年前に買って食べた魚の領収書」を出せと言う行政。責任を取らない企業。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水俣の話を聞いても、異性介助の話を聞いても、福島の話を聞いても 

みぞおちの辺りが焼けこげたように痛い。痛い痛いと泣いてばかり 

何もできない、何もできなかった、何もしてこなかったと泣いてばかり 

感じないように蓋をして、仕事をする晩ごはんを食べるバイクに乗る 

裏を返せば私は蓋をしてしまえる。生きることを選んで日々を楽しんでよいのかわからなくなる。

フードをかぶってもう隠れてしまいたくなる。 

 

当事者は闘っている。わたしは？ 
 
 

私は何の当事者だ 
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